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軍人だった朴正熙はソウルに家族を呼び寄せた。当初は、米一俵も買えない月給で貧しい生活をしいられたが、一九五八年に少将に進級し、ようやく家らしい家を手に入れる 一九六三年に朴正熙が大統領に就任すると、生活の舞台が青瓦台（大統領官邸）に移った。 槿恵はそのときの印象について後述の自伝のなかで「とてつもなく広い庭に圧倒された」と回顧してい 。しかし、母親の陸英修は、子供たちが特権意識を持たないように平凡な生活を送るよう心がけた。お弁当のおかずはキムチ卵焼き どの質素なもので、当時一般の家庭にはなかった高価なおもちゃは与えなかった。　
一九七四年八月一五日、母親の陸
英修が射殺される事件が起きる。朴槿恵は悲しみに打ちひしがれる一方で、二二歳で母親代わりにファーストレディーになるという新しい使命
が与えられた。一九七九年一〇月二六日には朴正熙も銃弾に倒れるという悲劇に見舞わ る 朴槿恵は妹と弟を連れて青瓦台を離れ、家長として新しい生活を始めるが、世間では朴正熙に対する罵倒が続き、冷たい現実に立ち向かうこと な 。　
一九九七年に韓国は金融危機に陥



















善良な女性、聡い、賢いという意味がある。朴槿恵の両親は、三日も頭をひねり、 「 」と う名前をつけた。この本の前半部分では朴槿恵の生い立ちや陸英修の母親像を描き、 後半部分では父親や北朝鮮、 サッチャーなどの朴槿恵が乗り越えなければならない課題について解き明かしている。朴正熙という存在は、槿恵にとって力の源泉でもあり、アキレス腱でもあるという。朴正熙の功績を肯定するが、対立する勢力はその不法性を問いただして攻撃の手を緩めない。対北朝鮮関係の改善も韓国大統領が克服すべ 国家の死活問題である。二〇一二年の大統領選挙出馬宣言で朴 は、 「国民の夢が実現でき 国を作 」と語っている。こ 言葉には、サッチャーのように力強いリーダーシップを前面に出すのではなく、 民に奉仕するリーダーを目指すと うメッセージがこめられている。（にかい
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